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年

　金

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
ら 

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
を

　
病
気
や
け
が
（
傷
病
）
に
よ
っ
て
障
害
を

負
い
、
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
の
状
態
や
保
険
料

の
納
付
状
況
な
ど
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
請
求
に
基
づ
い
て
日
本
年
金
機
構

が
審
査
し
障
害
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
そ
の
傷
病
で
初
め
て
医
療
機
関
で
診
察
を

受
け
た
日
（
初
診
日
）
が
、
国
民
年
金
加
入

中
（
20
歳
前
ま
た
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

加
入
し
て
い
な
い
期
間
も
含
む
）
で
あ
っ
た

と
き
は
「
障
害
基
礎
年
金
」
を
、
厚
生
年
金

加
入
中
で
あ
っ
た
と
き
は
「
障
害
厚
生
年
金
」

を
請
求
で
き
ま
す
。

　
な
お
、「
障
害
基
礎
年
金
」
の
相
談
の
際
は
、

請
求
の
対
象
と
な
る
傷
病
名
や
、
そ
の
傷
病

の
初
診
日
と
医
療
機
関
名
、
現
在
ま
で
の
受

診
歴
な
ど
を
事
前
に
確
認
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※�

「
障
害
厚
生
年
金
」
に
該
当
す
る
方
は
、

青
梅
年
金
事
務
所
☎
０
４
２
８

－

３
０

－

３
４
１
０
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
専
門
知
識
の
あ
る
年
金
相
談
員
に

よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
予
約

の
上
、お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
、
青
梅
年
金
事
務
所
を
案
内
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

相 

談
日
時
　
毎
週
月
～
水
・
金
曜
日
（
年
末

年
始
・
祝
日
を
除
く
）

①
午
前
９
時
～
10
時

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

③
午
後
１
時
～
２
時

④
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

問
合
せ
　
市
民
課
高
齢
医
療
・
年
金
係
内

140

選

　挙

10
月
は
明
る
い
選
挙
推
進
活
動
の 

「
話
し
あ
い
強
調
月
間
」

　
有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
選
挙
や
政
治
に
対

す
る
関
心
を
深
め
る
た
め
、
各
町
内
会
・
自

治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
「
明
る
い
選
挙
推
進

委
員
」
が
中
心
と
な
り
、
各
地
域
で
話
し
あ

い
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
内

684

  

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
時
間
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か

 
 

 
 

  
 

問
合
せ
　
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

626

■
10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

　
目
は
交
換
が
で
き
な
い
、
と
て
も
大
切
な

臓
器
で
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
と
上
手
に

付
き
合
う
方
法
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

■
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が
も
た
ら
す
影
響

　
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
て
い
る

時
は
、
目
は
近
く
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
、

緊
張
し
た
状
態
で
す
。
ま
た
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

が
画
面
か
ら
発
せ
ら
れ
、
目
が
緊
張
し
疲
れ

や
す
く
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
画
面
を
凝

視
す
る
た
め
に
涙
が
減
り
、
目
の
表
面
が
乾

燥
し
傷
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
気
に
な
る
目
の
症
状

　
目
が
重
い
、
痛
い
、
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
す
る
、

目
が
か
す
む
、
乾
い
た
感
じ
が
す
る
、
ま
ぶ

た
が
ピ
ク
ピ
ク
す
る
、
ま
ば
た
き
が
多
く
な

る
な
ど
の
状
態
に
注
意
が
必
要
で
す
。
睡
眠

を
十
分
に
と
っ
た
の
に
目
の
疲
れ
が
残
る
場

合
も
、
注
意
が
必
要
で
す
。
疲
れ
目
を
放
っ

て
お
く
と
、
肩
こ
り
、
頭
痛
、
イ
ラ
イ
ラ
感

な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
目
の
健
康
を
守
る
た
め
の
日
々
の
ケ
ア

⑴�

ス
マ
ホ
な
ど
の
使
用
中
に
目
の
疲
れ
を
感

じ
た
ら
、
画
面
か
ら
離
れ
、
目
の
表
面
に

涙
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
ま

ば
た
き
を
す
る
。
30
分
間
使
用
し
た
ら
、

５
～
10
分
は
、
５
～
６
ｍ
先
を
見
て
目
を

休
め
る
。

⑵�

ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
画
面
を
見
る
と
き
は
、
明
る
い
部
屋
で
、

画
面
と
目
の
距
離
は
40
㎝
以
上
離
す
。

⑶�

夜
眠
る
前
、
少
な
く
と
も
１
時
間
は
ス
マ

ホ
の
使
用
を
避
け
る
。
目
の
神
経
が
、
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
を
昼
間
の
明
る
い
空
の
光
と

間
違
っ
て
認
識
し
、
睡
眠
を
妨
げ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

⑷�

目
を
温
め
る
。
目
の
周
囲
の
血
流
が
よ
く

な
り
、
涙
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
ま
す
。

⑸�

十
分
な
睡
眠
と
適
度
な
休
養
を
と
る
。
ま

た
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
生
活

を
心
が
け
る
。

☆ 

目
を
ケ
ア
し
て
も
改
善
し
な
い
場
合
は
、

早
め
に
眼
科
専
門
医
に
受
診
し
、
重
症
化

さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負
け
な
い
！

年
金
相
談
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